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　InterBEE2017 にて、グラスバレーが
目指す技術的動向について、グラスバレー
Vice President，Core Technology 兼
AIMS Chaireman である Mike Cronk（マ
イク・クロンク）氏、グラスバレー代表取
締役　北山二郎氏及び Vice President、
ゼネラルマネージャー竹内克志氏にお話を
伺った。

●キーワードは「IP」と「クラウド」
　グラスバレーでは、カメラからニューシ
ステム、編集などの様々な製品があり、ビ
ジネスとしては、順調に行っている。
　放送業界も HD から 4K、8K、HDR や
ワイドカラー、インターネットのフォーマッ
トなどもあり、それぞれが今、大きく変貌
を遂げようとしています。
　放送機器メーカーとしては、今まで経験
のないほどの時代の変化を感じており、ネッ
トワークや放送局なども変化を感じている
と思われます。
　グラスバレーは、以前から「IP」にも力
を入れており、ほぼ全製品で IP 対応が可能
となっています。IP を用いて伝送している
事例は、150 を超えています。9 月にオラ
ンダ・アムステルダムで開催された、IBC
では 25 件が発表されました。
　例えば、イギリスのプレミアリーグの中
継を多数のカメラを用いて 4K で中継した
いという案件がありました。これは、SDI
でもできないことではない規模でしたが、
非常に困難でした。IP 化することで実現は
容易になりました。アメリカの MBC 系の
局でも完全 IP 化するシステムを構築してい
ます。
　グラスバレーとしては、クラウド化を提
案します。パブリックなクラウドは現存し
ていますが、局内のデータセンターも使え
るような、データセンター型ソフト作り、
全てのものをソフト化することを目指しま
す。また、今までのシステムを IP 化するこ

とにより拡大でき、4K、8K にも対応でき
るようになりました。
　NABShow（全米国際放送機器展）で、
Netflix（ネットフリックス）が、4K を提
供すると発表しました。その 2、3 か月後
には実施されました。
　SD から HD にするためには、計画、設
備投資などの準備を経て HD 化が実現する
には 3 年位の時間を要しました。それらを
考えると IP 化するということは、今迄とは
違うスピードで実現可能となったわけです。
これは、Netflix の技術が優れているという
訳ではなく、やり方が全く違います。変更
が容易にできるソフトウェアをベースにし
たのです。その為拡張性のあるシステムを
構築することができました。グラスバレー
は、放送事業においても様々なノウハウの
蓄積や経験があり、それ等を活かすシステ
ム構築を目指しています。
　ソフトウェアの開発には、時間が要しま
す。すべて作り上げてからパッケージ化す
るとバグの発生などが起こった場合、さら
に時間を要します。グラスバレーは、クラ
ウドを優先してソフト開発やシステムを構
築する。クラウドでのソフトウェア開発の
メリットとしては、アップグレードが早く、
容易にできることです。私たちは、放送に
必要な性能を維持しながら対峙しています。
　クラウド化によりソフトウェアを部品化
しバグの修正など局所的に対応し、テスト
して他に影響を及ぼさないよう、アップグ
レードして、品質の向上を図っています。
世界的にもそのような傾向になりつつあり
ます。
　編集においても、通常は 10 台分くらい
のサーバー容量で稼働していますが、大型
イベントなどにより、急に 100 台分ぐら
いのサーバー容量が必要になったとします、
ハードウェアの場合は工事などの時間と費
用が必要となりますが、クラウドだと、一
時的にサーバー容量を増やし、フレキシブ

ルに対応できます。繁忙期が過ぎれば、元
に戻すことも容易です。
　4K、8K にも対応するアルゴリズムを向
上させる実験も、放送局と協力して行って
います。HDR ベースの映像を作りながら、
同時に SDR の映像を人員を増やすことな
く、制作することができます。

●EDIUSE　9
　EDIUSE9 は、新しい機能や改善点など
あります。今回の大きな改善点は、HDR で
す。これまでも HDR 対応でしたが、オペ
レーションにあたっては HDR の概念が理
解できていないと、どのように編集して良
いのかわかりませんでした。複雑な操作を
擁しますが、それができていないためかな
りミスの多い HDR が市場に出回っている
状況です。我々としては、それらをなくし
たいと考えています。
　HDR の概念を深く理解しなくても、操作
的に単純化してミスが起きないようにする
ことをポイントに改善を加えました。
　これまでは、カラーコレクションのフィ
ルターを全部にかけて HDR を作成してい
ましたが、カラーコレクションのフィルター
は用意する必要がありますが、最終的に出
す HDR のフォーマットプロジェクト設定
をします。一つひとつに HLG、PQ を当て
はめるのではなく、まずは PQ で作成して
カラーコレクションして、プロジェクト設
定をします。モニターの設定変更を擁しま
すが、一気に PQ の HDR から HLG に変
更できるよう簡素化しました。HDR 制作に
は HDR モニターは必須です。
　元々 EDIUS はカメラで撮った HDR の
メタデータを読み込んでいますので、そこ
でミスをなくしているのです。出口で、2
か所設定（モニター、EDIUS のプロジェク
ト設定）変更で出し、EDIUS でそのまま編
集できます。クリエイティブな新機能も追
加しています。これからも EDIUS は、今
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までの機能を持ちながら新たな機能も追加
しビルドアップして行きます。EDIUS9 は、
9.1、9.2 など最新の機能を手に入れるこ
とができます。
　EDIUS のもう一つの新しい機能として
は、クラウド対応が挙げられます。Inter-
BEE2016 でアマゾン（AWS）のワーク
ステージで EDIUS が動作すると発表しま
した。その時点ではクラウド上ではあり
ますがクラウド上のマシーンのローカル
ディスクの編集を行っていました。今回は
AWS、S3 サーバーに対応しました。現在
はβ版対応で、2018 年春くらいには正規
にクラウド対応を打ち出していく予定です。
　クラウド編集は、大変便利ですが全てク
ラウドにのせてしまうことが必ずしもメ
リットにはならないケースがあります。コ
スト、利便性、パフォーマンスなどバラン
スを考慮して最適なシステムを提案してい
きます。

●8K
　シャープが 2017 年 11 月に発表された
8K カメラでは、グラスバレー HQX コー
デックが圧縮フォーマットとして採用され
ています。元々アストロデザインのレコー
ダに HQX コーデックが採用されていたの
で（1/7 圧縮）作業性に優れていると評価
されています。
　８K は、放送以外でも注目されています。
2017 年 10 月にカイロス社がメディカル
用 8K 内視鏡の開発を発表しました。アス
トロデザイン社のレコーダ（HQX コーデッ
ク）を採用しています。HQX コーデックは、
1/7 圧縮なので超高速サーバーではリアル
タイム編集が可能となります。デモや学会
発表など放送以外の分野でも 8K は幅広く
使われていくと感じます。

●AIMSについて
　2015 年 12 月の設立時には 3 社の参加

でしたが、設立か
ら 2 年 足 ら ず で、
現 在 で は、 中 国、
日本、南米、ヨー
ロッパなどいろい
ろな国々から様々
な企業や放送局な
ど 75 社が参加し
ています。
　2107 年 9 月
に SMPTE（ 米 国
映画テレビ技術者
協 会 ） は SMPTE 
S T  2 1 1 0 の
第 1 規 格 と な る
Professional Media Over Managed IP 
Networks、ST 2110-10/-20/-30） を
承認したと発表しました。単一の規格で、
世界中のどこでも誰でもが接続出来るよう
にすることが AIMS の大きな目的の一つで
す。SMPTE ST 2110 は SMPTE にとっ
て非常に大きな標準化活動でした。スター
トから約 18 か月で標準化が承認されたの
は、毎週のように 40 ～ 60 社の方々が参
加して討議を重ねた賜物です。AIMS は、
2017 年 9 月、IBC で 2110 基準の互換
性の実験を実施しましたが、52 社が互換
性がとれたことを発表しました。2017 年
から 18 年早々にもシステムが相次いで出
てきて、IP（2022-6）を使用した事例が
100 件以上もあり、普及が期待されていま
す。
　SMPTE ST 2110 は非圧縮の基準です。
スタンダードベースの圧縮技術はどうする
のかが課題です。JPEG ISO の団体で低圧
縮の標準化を図ろうとしています。JPEG-
XS は、TICO そのものではありませんが
TICO コーデックの技術が採用されていま
す。優位性としては遅延が非常に少ない。
人間の目ではほとんど確認できない。タイ
ミングも良く、画質劣化も少なく感じられ

ました。
　2017 年の IBC では、NHK がソニーの
8K カメラで撮影した映像を TICO コーデッ
クで伝送実験デモを行うなど、いろいろな
用途で使用されています。48G を 12G に
した 4：1 圧縮をしています。
　4K 非圧縮でもほとんど問題はありませ
んが、1/4 圧縮になればコスト的にもメ
リットが生まれます。低コスト、低遅延が
望ましい。
　グラスバレーをはじめ 30 社以上が
TICO コーデックを採用していますが、そ
れがスタンダードではありません。JPEG-
XS として普及させることが大事になると
思います。
　前述したように AIMS の大きな目的は、
単一の規格で世界中のどこでも、誰でも接
続することができるようにすることです。
AIMS は、一つの方式だけを推薦すること
はできません。標準化をすることなのです。
JPEG-XS が標準化されることに大いに期
待したい。
　AIMS は標準化されたものを基準としま
す。と締めくくった。

向かって左から、お話を伺った北山二郎氏、マイク・クロンク氏、竹内克志氏


